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　９月定例会は、９月26日から10月16日までの
21日間の会期で開かれ、決算の認定、補正予算、
条例改正、契約案件の議案をはじめ、人事案件、議
会議案、請願など、合わせて52件を審議しました。

99

契約 工事契工事契約約３３件件をを可決可決

((仮称仮称))ますほ住宅ますほ住宅
単身者棟建築工事単身者棟建築工事

旧西浦小学校解体工事旧西浦小学校解体工事
志賀中学校空調設備工事志賀中学校空調設備工事

65216521万円万円

28622862
60846084

万円万円

万円万円

(仮称) ますほ住宅
 の完成予定図

工事内容：空調機器の機能を強化します。
工　　期：平成30年３月30日
契約業者：アムズ㈱

工事内容：体育館を残し校舎棟を解体します。
工　　期：平成30年３月30日
契約業者：大和建設㈱

工事内容：とぎサイクリングターミナル跡地に
単身者用の公営住宅を建設します。

工　　期：平成30年５月31日
契約業者：寺井建設㈱
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決算
認定

補正
予算

平成28年度平成28年度のの決算決算をを認定認定

平成29年度平成29年度のの補正予算補正予算をを可決可決

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差引残額
一　　般　　会　　計 １５２億９７９２万円 １５０億８３４１万円 ２億１４５１万円

特　

別　

・　

企　

業　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２９億６３５５万円 ２９億５５７３万円 ７８２万円
後 期 高 齢 者 医 療 ３億１５１７万円 ３億１４４９万円 ６８万円
農 業 集 落 排 水 事 業 ４億７１２２万円 ４億７１２２万円 ※０円
公 共 下 水 道 事 業 ７億７７７５万円 ７億７７７５万円 ※０円
地域し尿処理整備事業 ９２２５万円 ９２２５万円 ※０円
簡 易 水 道 事 業 １２８６万円 １２８６万円 ※０円
介 護 保 険 ２７億１２７９万円 ２７億１００７万円 ２７２万円
診 療 所 事 業 １億８７５１万円 １億８０８３万円 ６６８万円
ケーブルテレビ事業 ４億５１０６万円 ４億５１０６万円 ※０円

水
道

収益的収支（税抜） ６億６１１７万円 ５億１２１３万円 １億４９０４万円
資本的収支（税込） ９７２４万円 ３億６１６８万円 △２億６４４４万円

病
院

収益的収支（税抜） １２億９３６２万円 １２億３９５９万円 ５４０３万円
資本的収支（税込） １億８１３３万円 ２億８２１１万円 △１億　　７８万円

会　計　名 補 正 額 予 算 額
一　　般　　会　　計 ６億６１９１万円 １２８億９２４１万円

特　

別　

・　

企 

業 

会 

計

国 民 健 康 保 険 ８４８万円 ２９億５４７２万円
後 期 高 齢 者 医 療 １０８万円 ３億１３７５万円
農 業 集 落 排 水 事 業 ６３万円 ４億９８９４万円
公 共 下 水 道 事 業 ８０７万円 ７億３３２５万円
地域し尿処理整備事業 １１８５万円 ７４１３万円
介 護 保 険 △１１５万円 ２９億７５８０万円
診 療 所 事 業 ６６８万円 １億８１４８万円
ケーブルテレビ事業 １０１５万円 ４億８１５０万円

水
道

収益的支出（税抜） ３８万円 ５億８９０５万円
資本的支出（税込） △２８５万円 ４億　２２７万円

※農業集落排水事業、公共下水道事業、地域し尿処理整備事業、簡易水道事業、ケーブルテレビ事業について
は、一般会計から資金を補てんすることによって、赤字を解消しています。

　一般会計では、人事異動
による職員給与費の補正を
はじめ、タウンミーティン
グで要望のあった各事業費
や豪雨災害による災害復旧
事業費の追加、衆議院の解
散による選挙費などを補正
しました。
　特別・企業会計では、各
種事業にともなう所要額を
補正しました。

富来地域に
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予算決算常任委員会
委　員　長　南　　正紀
副委員長　寺井　　強
委員は、議長をのぞく全議員です。

　

地
方
自
治
体
は
、
財
政
の
早
期

健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
た
め
に
財
政
指
標
を
算
定
し

て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
の
指
標
は
、
国
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な

財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
財
政
管

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

財
政
は
健
全

【志賀町の財政指標】

指 標 名

実質赤字比率

財政規模に対する一般
会計等の赤字の割合

連結実質赤字比率

財政規模に対する全会
計の赤字の割合

実質公債費比率

財政規模に対する１年
間で支払った借入金返
済額等の割合

将来負担比率

財政規模に対する将来
町が支払う借入金返済
額等の割合

志賀町 （赤字なし） （赤字なし） 11.4％ 4.0％

国基準
早期健全化基準 13.48％ 18.48％ 25.0％ 350.0％

財　政　再　生　基　準 20.00％ 30.00％ 35.0％ －

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
成
果
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
保
育
料
を
安
く

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
を
う
な
が
せ

質
疑　

町
の
観
光
部
門
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
１
名
配

置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成

果
を
知
り
た
い
。

答
弁　

活
動
内
容
と
し
て

は
、
道
の
駅
と
ぎ
海
街
道
や

増
穂
浦
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
で

特
産
品
の
発
掘
や
地
域
資
源

を
活
か
し
た
交
流
人
口
拡
大

事
業
な
ど
の
企
画
に
従
事
し

て
い
る
。
３
年
契
約
で
、
今

年
が
２
年
目
と
な
る
が
、
で

き
れ
ば
こ
の
ま
ま
志
賀
町
に

移
住
し
て
ほ
し
い
。

質
疑　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
保
育
料
は
月
額
６
千
円
だ

が
、
も
う
少
し
安
く
な
ら
な

い
の
か
。

答
弁　

保
育
料
は
、
県
内
自

治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
計
算
し
て
設
定
し
て

い
る
。
近
隣
の
自
治
体
と
比

べ
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　

臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
率
が
75
％
と
な
っ
て
い

る
が
広
報
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

広
報
誌
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
で
宣
伝
し
て
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

一 

般 

会 

計

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

地
域
外
の
人
材
を
地
域
社
会

の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受

け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
強

化
を
図
る
制
度
で
す
。

【志賀町の町債（借入金）残高の推移】
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イ
ノ
シ
シ
被
害

の
対
策
を
せ
よ

病
院
職
員
の
健
診
は

富
来
病
院
で
す
べ
き

富
来
病
院
の
Ｐ
Ｒ
を

富
来
鉱
山
の
開
発
を

ど
う
進
め
る
の
か

適
正
な
滞
納
事
務
を

質
疑　

イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
電
気
柵
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
の
額
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

今
年
度
は
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
数
が
急
増
し
て
お

り
、
集
落
か
ら
の
要
望
も
増

え
て
い
る
。
補
助
金
の
額

は
、
１
年
間
に
10
万
円
を
上

限
と
し
て
い
る
が
、
引
き
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　

町
職
員
の
健
康
診
断

は
町
外
の
業
者
に
委
託
し
て

い
る
が
、
せ
め
て
富
来
病
院

の
職
員
は
自
分
た
ち
の
病
院

で
受
診
す
べ
き
。

答
弁　

富
来
病
院
で
健
診
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
乳
が
ん
検
診
で
使
用
す

る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
導
入

も
検
討
し
た
い
。

質
疑　

富
来
病
院
の
特
徴
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

答
弁　

内
科
で
は
、
８
月
か

ら
午
後
診
療
を
始
め
て
お

り
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。
整
形
外
科
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
外
来
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

質
疑　

富
来
鉱
山
の
開
発
に

か
か
る
調
査
費
を
補
正
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
開
発
す
る
つ
も
り
か
。

答
弁　

現
地
調
査
を
や
っ
て

か
ら
方
向
性
を
決
め
た
い
。

11
月
に
行
う
石
見
銀
山
の
視

察
も
参
考
に
し
た
い
。

質
疑　

国
保
税
の
滞
納
者
が

多
い
が
、
他
の
税
金
と
同
じ

よ
う
に
適
正
な
滞
納
事
務
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

他
の
税
と
同
じ
よ
う

に
、
催
告
書
の
あ
と
、
給
与
、

預
金
な
ど
を
差
し
押
さ
え
、

そ
れ
を
売
却
す
る
な
ど
、
適

正
な
滞
納
事
務
を
行
っ
て
い

る
。

特
別
・
企
業
会
計

午後からの診療を始めた富来病院の内科外来

イノシシ被害に備え電気柵を設置

平成28年度平成28年度  決算決算のの審審査査

平成29年度平成29年度  補正予算補正予算のの審審査査



今田集会所横の建設予定地

議会だより　しか　№ 49 号
平成29年11月29日発行 6

総務産業建設常任委員会
委　員　長　櫻井　俊一　　　委　　員　須磨　隆正
副委員長　堂下　健一　　　　 〃 　　越後　敏明
委　　員　南　　政夫　　　　 〃 　　田中　正文
　 〃　　 下池外巳造　　　　 〃 　　冨澤　軒康

教育民生常任委員会
委　員　長　福田　晃悦　　　委　　員　寺井　　強
副委員長　稲岡健太郎　　　　 〃 　　林　　一夫
委　　員　中谷　松助　　　　 〃 　　戸坂忠寸計
　 〃 　　南　　正紀　　　　 〃 　　久木　拓栄

危
険
家
屋
は
町
で

撤
去
で
き
る
の
か

介
護
保
険
条
例
の

改
正
内
容
は

質
疑　

危
険
な
家
屋
が
あ
れ

ば
、
町
で
強
制
撤
去
し
て
く

れ
る
の
か
。

答
弁　

ま
ず
、
所
有
者
を
特

定
し
、
指
導
、
勧
告
、
最
終

的
に
強
制
撤
去
と
な
る
。

　

個
人
の
財
産
は
、
所
有
者

自
ら
の
責
任
で
適
切
に
管
理

す
る
こ
と
が
原
則
な
の
で
、

強
制
撤
去
に
つ
い
て
は
弁
護

士
に
相
談
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

質
疑　

介
護
保
険
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
虚
偽
の
答
弁
を

し
た
場
合
に
罰
則
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、

第
１
号
被
保
険
者
に
加
え
て
、

第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者

や
世
帯
員
も
罰
則
の
対
象
に

な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
弁　

通
常
、
第
１
号
被
保

険
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第

２
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
も

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人

も
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、

罰
則
の
対
象
に
な
っ
た
。

※
第
１
号
被
保
険
者
は
65

歳
以
上
の
方
で
す
。

※
第
２
号
被
保
険
者
は
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、

特
定
の
疾
病
が
原
因
で
要

介
護
認
定
を
受
け
た
と
き

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人事 選挙管理委員選挙管理委員をを選出選出

倒壊の恐れがある危険家屋（イメージ）

選挙管理委員に

固定資産評価審査委員に

教育委員に

以下の４氏を選出しました。さらに補充員として４氏を選出しました。

金谷昭一 氏、北口顕照 氏、土田善博 氏を同意しました。

髙野正人 氏を同意しました。

寺井 　功 氏 山本 政直 氏 堤谷 一博 氏 岡田 信尚 氏

【補充員】
　第１順位　村井 　直 氏
　第２順位　今村 浩一 氏
　第３順位　岡田 政行 氏
　第４順位　上滝 達哉 氏
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議案名 提出議員 議案の内容

道路整備に係る補助率等の
嵩上げ措置の継続を求める
意見書

田中正文
道路事業にかかる地域高規格道路や交付金事業の補助率の
嵩上げは、平成29年度までの時限措置となっているが、引
き続き、継続するよう求める。

大和堆で違法に操業する外
国漁船の取締強化を求める
意見書

冨澤軒康
大和堆において、漁船の安全確保に万全を期すとともに、
毅然とした外交姿勢のもと、実効性のある強力な取り締ま
りを実施するよう求める。

請願名 紹介議員 請願の内容

アメリカ、北朝鮮に対し直
接対話を求める意見書の提
出を求める請願

中谷松助
政府は、国民の生命や安全、地域と世界の平和を守るた
め、アメリカと北朝鮮に無条件での直接対話を強く働きか
けるべき。

日本政府に対し、核兵器禁
止条約に調印し、条約実現
に努力するよう求める請願

中谷松助
政府は、核兵器全面禁止に背を向ける態度を直ちに改め、
核兵器禁止条約に調印し、条約実現に真剣に努力するよう
強く求める。

討論

こ
れ
に 

賛
成　
中
谷
松
助
議
員

こ
れ
に 

反
対　
福
田
晃
悦
議
員

こ
れ
に 

賛
成　
中
谷
松
助
議
員

こ
れ
に 

反
対　
南
正
紀
議
員

　

経
済
制
裁
の
強
化
と
一
体
に
、
憲
法
９
条
を
持
つ

国
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
に
無
条
件
で
の
直

接
対
話
を
強
く
働
き
か
け
る
べ
き
。

　

本
請
願
の
よ
う
に
、
対
話
の
み
に
よ
っ
て
、
そ
の

目
的
が
達
せ
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
賛
同
し
か

ね
る
。

　

被
爆
体
験
を
持
つ
国
の
政
府
と
し
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
を
当
然
支
持
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
各
国

政
府
と
協
力
し
て
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
。

　

核
兵
器
保
有
国
が
参
加
し
て
い
な
い
現
状
で
、
本

条
約
に
参
加
し
て
も
意
味
が
な
い
。
ま
た
、
我
が
国

が
本
条
約
に
参
加
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が

悪
く
な
る
こ
と
か
ら
、
賛
同
し
か
ね
る
。

議会
議案

請願

議会議案を全会一致で可可決決

２件の請願が不採択に

意見書を国へ提出

賛成２　反対13

アメリカ、北朝鮮に対し直接対話を
求める意見書の提出を求める請願

日本政府に対し、核兵器禁止条約に調印し、
条約実現に努力するよう求める請願

請願に対する



議案
番号 　　　議案名と主な内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
21

専決処分の承認（29年度一般会計補正予算（第2号））…旧西浦小学校の解体撤去事
業費の追加や、法人町民税で還付金が発生したことにより所要額を補正した。（３ページ参照）

承認
賛15　反0

議案
51～60

29年度一般会計補正予算（第4号）～29年度水道事業会計補正予算（第１号）…
３ページ参照

可決
賛15　反0

61 空き家等の適正な管理に関する条例…･空き家等の適正な管理に関し必要な事項を定めるた
め新たに条例を制定する。

可決
賛15　反0

62 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正する条例…職員が除雪用車両による除雪作
業に従事した場合に、特殊勤務手当を支給することができるよう改正を行う。

可決
賛15　反0

63 農村地域工業導入促進協議会条例の一部を改正する条例…関係法令の一部改正により、
題名や関係条文の改正を行う。

可決
賛15　反0

64 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正…関係法令の一部改正により、関係条文の改正を行う。

可決
賛15　反0

65 介護保険条例の一部改正…関係法令の一部改正により、関係条文の改正を行う。 可決
賛15　反0

66 包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正…関係法令の一部改正に
より、関係条文の改正を行う。

可決
賛15　反0

67 町営住宅管理条例の一部改正…関係法令の一部改正により、引用条項の改正を行う。 可決
賛15　反0

68 高齢者福祉住宅管理条例の一部改正…関係法令の一部改正により、引用条項の改正を行
う。

可決
賛15　反0

69 下水道料金等の改定に伴う関係条例の整理に関する条例…平成30年度から下水道料金
を改定することにより、関係する条例の整理を行う。

可決
賛14　反1

70 志賀町立小学校施設整備基金条例の廃止…志賀小学校の整備が完了したことから条例を廃
止する。

可決
賛15　反0

71 町道路線の認定（町道第6089号新道線）…県営ほ場整備事業（酒見地区）の完了によ
り、稲敷地内の道路を新たに町道認定する。

可決
賛15　反0

72 町道路線の変更（町道第316号堀松清水今江線）…米町川の河川改修で清水中橋を撤去
したことにより、終点（清水今江地内）を変更する。

可決
賛15　反0

73～76 町道路線の変更（町道第6017号大坪線ほか３路線）…県営ほ場整備事業（酒見地区）
の完了により、終点または起点（酒見地内）を変更する。

可決
賛15　反0

77 29年度一般会計補正予算（第3号）…３ページ参照 可決
賛15　反0

78～80 工事請負契約の締結「（仮称）ますほ住宅単身者棟建築工事」、「志賀中学校空調設備機能強化工事」、「旧西浦小学校解体撤去工事」…２ページ参照
可決

賛15　反0

81 財産の取得「スクールバス購入」…富来小学校と富来中学校のスクールバス２台を、㈱上
杉モータースから1508万円で取得する。

可決
賛15　反0

認定
1 28年度一般会計歳入歳出決算認定…３ページ参照 認定

賛14　反1

2～12 28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定～28年度志賀町立富来病院事業会
計決算認定…３ページ参照

認定
賛15　反0

【９月定例会】主な議決結果
※議長は採決に加わりません。

議会だより　しか　№ 49 号
平成29年11月29日発行 8
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福田　晃悦 議員

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

志賀高校にスクールバスの運用を
現在のところ考えていない 町長

福
田　

志
賀
高
校
の
大
き
な

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
生
徒
の
足
の
問
題
で
あ

る
。

　

志
賀
高
校
存
続
の
た
め
、

地
元
の
高
校
へ
通
学
し
よ
う

と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
背
中

を
支
え
る
た
め
に
も
、
志
賀

高
校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

用
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

体
育
施
設
の
改
修
計
画
は

計
画
的
に
実
施
す
る
町
長

福
田　

本
町
で
は
、
か
な
り

の
年
月
が
経
過
し
、
改
修
、

改
築
を
必
要
と
し
て
い
る
公

共
施
設
が
複
数
あ
る
。
高
度

成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
公
共
施
設
は
、
一
気
に

更
新
時
期
を
迎
え
、
財
政
の

重
荷
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

と
く
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
頻
度

が
高
い
体
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
改
修
す
べ
き
も
の
は
計

画
を
も
っ
て
取
り
か
か
る
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

は
。

町
長　

現
在
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
更
新
や
統
廃
合
、
長

寿
命
化
対
策
な
ど
を
実
施
し

て
い
く
た
め
、「
志
賀
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
優
先
度
の
高
い

も
の
か
ら
計
画
的
に
更
新
や

統
廃
合
、
長
寿
命
化
対
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

本
町
で
は
、
志
賀
高

校
の
バ
ス
通
学
の
生
徒
に
月

額
５
千
円
を
上
限
と
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、
バ
ス
の
乗

り
継
ぎ
が
困
難
な
地
域
の
生

徒
に
は
、
貸
切
バ
ス
を
運
行

す
る
こ
と
で
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す

る
と
、
経
路
が
多
岐
に
わ
た

り
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る

こ
と
や
、
生
徒
が
民
間
バ
ス

に
乗
ら
な
い
こ
と
で
、
既
存

の
路
線
が
廃
止
と
な
る
お
そ

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

改修が行われた総合武道館

創立８年をむかえた志賀高校
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町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

合併協定による下水道料金の
改定に反対
合併協定どおり改定したい

まち整備課長 中谷　松助 議員

中
谷　

合
併
協
定
に
よ
り
、

来
年
度
か
ら
志
賀
地
域
の
下

水
道
料
金
と
下
水
道
分
担
金

を
富
来
地
域
に
あ
わ
せ
て
改

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
下
水
道
料

金
は
一
般
的
な
家
庭
で
約
２

倍
、
分
担
金
は
20
万
円
か
ら

30
万
円
に
跳
ね
上
が
り
、
町

民
の
老
後
へ
の
不
安
、ま
た
、

子
育
て
中
の
一
番
水
を
使
う

世
帯
へ
の
痛
打
と
な
る
。

　

本
町
の
財
政
は
黒
字
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
志
賀
地
域
の

値
上
げ
は
中
止
し
て
、逆
に
、

高
い
ほ
う
の
富
来
地
域
を
値

下
げ
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ち
整
備
課
長　

平
成
28
年

度
は
、
一
般
会
計
か
ら
下
水

道
会
計
へ
繰
入
金
と
し
て
６

億
２
４
０
０
万
円
を
補
て
ん

し
て
い
る
。

　

今
後
、
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
設
備
更
新
が
必
要
と
な

る
一
方
で
、
使
用
量
の
減
に

よ
る
収
入
減
少
も
見
込
ま
れ
、

繰
入
金
は
ま
す
ま
す
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
合
併
協
定
ど
お
り
の

内
容
で
改
定
し
た
い
。

住
民
課
長　

導
入
し
な
い
。

住
民
課
長　

現
状
は
難
し
い
。

総
務
課
長　

検
討
し
た
い
。

町
長　

求
め
て
い
き
た
い
。

町
長　

考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

中
谷　

子
ど
も
医
療
費
窓
口

無
料
化
の
導
入
を
求
め
る
。

中
谷　

病
児
保
育
の
実
施
を

求
め
る
。

中
谷　

地
区
掲
示
板
の
新
設

や
補
修
に
対
す
る
助
成
制
度

を
設
け
て
ほ
し
い
。

中
谷　

大
型
風
力
発
電
の
建

設
は
、
地
元
の
理
解
を
も

ら
っ
て
行
う
よ
う
業
者
に
求

め
よ
。

中
谷　

緊
急
時
迅
速
放
射
能

影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
活
用
す
る
考
え
は
。

右折の矢印信号を設置せよ
警察に調査を依頼 環境安全課長

中
谷　

国
道
２
４
９
号
線
の

堀
松
交
差
点
は
、
朝
の
通
勤

時
に
富
来
方
面
か
ら
高
浜
町

方
面
へ
向
か
う
際
、
西
山
イ

ン
タ
ー
方
面
か
ら
中
核
工
業

団
地
等
に
向
か
う
車
の
列
に

よ
り
、
右
折
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
。

　

右
折
の
矢
印
信
号
の
設
置

を
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

羽
咋
警
察

署
に
、
朝
夕
の
通
勤
時
の
車

両
の
通
行
状
況
等
に
つ
い
て

調
査
を
依
頼
し
た
。

　

ま
た
、
町
交
通
安
全
協
会

主
催
の
道
路
診
断
の
場
で
、

有
効
な
対
策
を
要
請
し
た
い
。

堀松交差点の朝の通行状況
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福島原発事故の記録誌から学べ
職員間の情報共有を行う 町長

健
康
づ
く
り
事
業
の
方
向
性
は

推
進
し
て
い
き
た
い
健
康
福
祉
課
長

堂
下　

志
賀
町
健
康
づ
く
り

事
業
で
は
、
金
沢
大
学
の
大

学
院
と
連
携
協
定
を
結
び
、

町
民
の
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
検
診
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
今
後
こ
の
事

業
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
想
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

志
賀
町
健

康
づ
く
り
事
業
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

東
増
穂
、
堀
松
、
富
来
、
土

田
の
４
地
区
が
モ
デ
ル
地
区

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
上

で
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
金
沢
大
学
と
連
携
・

協
力
し
、
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援

が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

堂
下　

福
島
原
発
事
故
に
よ

り
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
福
島
県
大
熊
町
が
発
行

し
た
記
録
誌
を
手
に
入
れ
た
。

　

原
発
立
地
自
治
体
が
ま
と

め
た
被
害
の
報
告
だ
け
に
貴

重
な
報
告
書
で
あ
り
、
こ
の

貴
重
な
報
告
書
か
ら
学
ば
な

い
手
は
な
い
。

　

町
と
し
て
、
こ
の
記
録
誌

を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
か
ら
分
析
し
、

職
員
全
員
で
共
有
す
べ
き
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
自
分
の
五
感
で
現

地
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
も
大
事
だ
が
、
現
地
を

視
察
す
る
気
持
ち
は
あ
る
の

か
。

町
長　
大
熊
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
記
録
誌
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
た
の
で
、
全
職
員
に
閲
覧
を

す
す
め
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
職
員
間
の
情
報

共
有
を
行
い
、
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
視
察
に
つ

い
て
は
、
以
前
、
視
察
を
し
て

か
ら
３
年
半
が
経
過
し
て
お

り
、
こ
の
間
の
復
興
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
こ
の
目
で
確

認
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

る
。
機
会
が
あ
れ
ば
視
察
を
し

た
い
。

堂下　健一 議員

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

貴重な体験をまとめた記録誌
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町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

町長
南　　正紀 議員

南　

町
長
は
、
８
年
前
の
就

任
以
来
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
町
長
談
話
室
な
ど
で
多

く
の
住
民
の
声
を
聴
き
、
町

政
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

よ
り
多
く
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
に
も
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
方
法

を
検
討
す
る
な
ど
、
新
た
な

仕
掛
け
が
必
要
な
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的

に
活
用
し
た
相
互
発
信
型
の

意
見
聴
取
も
さ
ら
に
拡
充
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
全
町
民
を

対
象
に
全
地
区
に
出
向
い
て

開
催
す
べ
き
と
の
声
も
あ
る

が
、
地
区
を
回
っ
て
も
若
い

方
や
女
性
の
参
加
が
少
な

く
、
出
さ
れ
る
意
見
・
要
望

が
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る

状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ど

の
よ
う
な
開
催
方
法
が
よ
い

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

相
互
発
信
型
の
意
見
聴
取

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
意
見
聴
取
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

南　

企
業
誘
致
に
は
安
価
な

電
力
供
給
が
決
め
手
と
な
る

こ
と
か
ら
、
地
元
経
済
に
も

大
き
く
寄
与
し
て
き
た
志
賀

原
発
と
の
共
存
関
係
は
維
持

す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
長
は
、
再
稼

働
に
対
し
て
明
言
を
避
け
て

き
た
が
、
い
ず
れ
決
断
の
時

が
来
る
。
志
賀
原
発
再
稼
働

に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

現
時
点
で
は
、
再
稼

働
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
段

階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

北
陸
電
力
に
は
、
早
急
に

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
審

査
に
合
格
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

ま
ち
整
備
課
長　

前
川
を
は

じ
め
、
住
宅
被
害
の
あ
っ
た

二
級
河
川
に
つ
い
て
は
、
順

次
、
堆
積
土
砂
の
除
去
や
堤

防
の
嵩
上
げ
工
事
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
町
内
全
域
の

二
級
河
川
に
お
け
る
改
修
工

事
や
堆
積
土
砂
の
除
去
に
つ

い
て
、
県
に
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

南　

今
年
６
月
の
集
中
豪
雨

で
、
宿
女
地
区
、
福
野
地
区

に
お
い
て
前
川
の
氾
濫
が
発

生
し
、
一
部
で
被
害
が
発
生

し
た
。

　

こ
の
河
川
は
過
去
に
も
た

び
た
び
同
様
の
事
象
が
発
生

し
て
お
り
、
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
県
に
対
し
て
、
浚

渫
、
あ
る
い
は
護
岸
の
嵩
上

げ
等
を
強
く
要
望
す
べ
き
。

タウンミーティングの開催方法
を検討せよ
検討していきたい

志賀原発の再稼働に対する考えは
今は議論すべき段階ではない 町長
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木材が使われ温かみのある志賀小学校

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
は

国
・
県
の
状
況
を
み
て
対
応
す
る町

長

稲
岡　

環
境
へ
の
負
荷
が
小

さ
く
、
災
害
時
に
機
動
的
に

動
け
る
特
性
が
あ
る
自
転
車

の
活
用
を
拡
大
す
る
た
め
、

「
自
転
車
活
用
推
進
法
」
が

制
定
さ
れ
た
。

　

本
法
は
、
自
動
車
へ
の
依

存
を
減
ら
し
、
渋
滞
緩
和
や

国
民
の
健
康
増
進
な
ど
公
共

の
利
益
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
自
治
体
に
対
し
て
推
進

計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
本
町

の
方
針
は
。

町
長　

自
転
車
活
用
推
進
法

は
、本
年
５
月
に
施
行
さ
れ
、

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
30

年
に
自
転
車
活
用
推
進
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
町
も
国
・
県
の
状
況
を

み
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

公共建築物の木造化の現状は
木材利用に努める 農林水産課長

稲
岡　
「
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
は
、
荒
廃

が
進
み
、
森
林
の
持
つ
多
面

的
機
能
が
低
下
し
て
い
る
現

状
を
克
服
す
る
た
め
に
、
木

を
使
い
、
森
を
育
て
、
林
業

を
再
生
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
あ
る
。

　

本
町
で
の
公
共
建
築
物
に

お
け
る
木
材
の
利
用
現
状
と

今
後
の
方
針
は
。

農
林
水
産
課
長　
本
町
で
は
、

木
材
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、平
成
24
年
３
月
に
、

志
賀
町
内
の
公
共
建
築
物
・
公

共
土
木
工
事
等
に
お
け
る
木
材

利
用
方
針
を
策
定
し
、
可
能
な

限
り
木
材
の
使
用
に
配
慮
す
る

よ
う
周
知
し
て
い
る
。

　

志
賀
小
学
校
の
内
装
に
県
産

材
を
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、（
仮

称
）
ま
す
ほ
住
宅
の
単
身
者
棟

に
つ
い
て
は
、
木
造
平
屋
建
て

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
公
共
施
設
の
整
備
は

も
と
よ
り
、
施
設
改
修
や
備
品

な
ど
に
も
で
き
る
だ
け
木
材
を

利
用
し
て
い
き
た
い
。 

交流人口の拡大が期待される自転車競技
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　議会活性化の参考とするため、７月27日と28日に
群馬県みなかみ町議会、群馬県大泉町議会、長野県軽
井沢町議会を視察しました。

議会運営委員会
委　員　長　田中　正文　　委　　員　冨澤　軒康
副委員長　櫻井　俊一　　　 〃 　　林　　一夫
　　　　　　　　　　　　　　　 〃 　　戸坂忠寸計

　　

議
員
報
酬

議
員
報
酬

　

報
酬
額
は
、「
町
の
規
模
に

あ
っ
た
報
酬
」、「
議
員
活
動
に

見
合
っ
た
報
酬
」、「
議
員
立
候

補
の
意
識
が
生
ま
れ
る
報
酬
」

を
念
頭
に
協
議
さ
れ
、
月
額
27

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
行
わ
れ
た
選
挙
で

は
、
議
員
定
数
18
に
対
し
て
21

人
が
立
候
補
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　　

こ
ど
も
議
会

こ
ど
も
議
会

　

こ
ど
も
議
会
は
、
子
ど
も
の

故
郷
へ
の
関
心
や
郷
土
愛
を
育

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　　

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

　

議
会
報
告
会
は
、
住
民
が
日

頃
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

住
民
か
ら
の
提
言
を
聞
く
な
ど
、

意
見
交
換
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

説
明
に
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
て
、
視
覚
的
に
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
報
告
会
終
了
後
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
次
回
の

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　　

政
務
活
動
費

政
務
活
動
費

　

政
務
活
動
費
は
、
年
額
15
万

円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
議
員

ご
と
の
使
用
状
況
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
な
ど
、
情

報
の
公
開
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　　

会
派
制

会
派
制

　

会
派
制
の
本
来
の
目
的
は

「
政
策
集
団
」
で
あ
り
、
人
事

目
的
で
は
長
続
き
は
し
な
い
。

　

会
派
制
を
と
る
に
は
し
っ
か

り
と
し
た
目
的
を
持
っ
て
設
置

す
べ
き
で
す
。

　　

住
民
懇
談
会

住
民
懇
談
会

　

住
民
懇
談
会
は
、
町
民
の
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
帰
り
、

そ
れ
を
町
政
に
反
映
で
き
る
機

会
と
な
り
ま
す
。

　

机
の
配
置
を
参
加
者
の
顔
が

見
え
る
よ
う
ロ
の
字
型
に
し
て
、

積
極
的
に
意
見
が
言
え
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　　

通
年
議
会

通
年
議
会

　

通
年
議
会
は
、
町
長
が
長
い

会
期
で
議
会
を
招
集
し
、
そ
の

期
間
、
随
時
議
会
主
導
で
会
議

を
開
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
員
が
役
場

に
用
務
で
来
る
際
に
は
公
務
災

害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

み
な
か
み
町
議
会

み
な
か
み
町
議
会

大
泉
町
議

大
泉
町
議
会会

軽
井
沢
町
議
会

軽
井
沢
町
議
会

　昨今、議員の成り手不足が顕著化し、議員の質が低下するといった悪循環に陥っているように感じます。
　議員定数の削減という考え方もある中で、「議員定数の削減は、むしろ議員のハードルを上げることになり、
ますます新人が出なくなる。」という言葉が印象に残りました。

視察を終えて視察を終えて
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『
議
会
だ
よ
り
・
し
か
』
の

誌
面
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
診

断
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

専
門
家
か
ら
は
、「
読
者
の

注
意
を
ひ
く
よ
う
な
見
出
し
の

付
け
方
を
勉
強
し
た
ほ
う
が
よ

い
。」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　

本
研
修
で
学
ん
だ
編
集
技
術

を
活
か
し
て
、「
分
か
り
や
す

さ
」、「
読
み
や
す
さ
」
を
意
識

し
た
、
住
民
に
読
ん
で
も
ら
え

る
広
報
誌
を
目
指
し
ま
す
。

　
『
議
会
だ
よ
り
・
さ
よ
う
』は
、

読
者
を
意
識
し
た
読
み
や
す
い

誌
面
が
特
徴
で
す
。

　

各
委
員
が
役
割
分
担
に
よ
り

写
真
撮
影
や
資
料
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
大
山
町
議
会
と
同

様
に
、
編
集
作
業
に
大
変
な
時

間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

　
『
議
会
だ
よ
り
・
だ
い
せ
ん
』

の
完
成
度
は
高
く
、
写
真
の
見

せ
方
、見
出
し
の
イ
ン
パ
ク
ト
、

余
白
の
使
い
方
な
ど
大
変
参
考

に
な
り
ま
す
。

　

各
委
員
は
、
普
段
か
ら
カ
メ

ラ
を
持
ち
歩
き
、
町
内
の
行
事

な
ど
を
取
材
し
て
お
り
、
そ
の

行
動
力
に
は
感
服
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
長
崎
県
町
村
議
会

議
長
会
の
方
々
が
、
議
会
活
性
化

の
取
り
組
み
と
定
住
支
援
対
策
に

つ
い
て
視
察
に
み
え
ま
し
た
。

　

志
賀
町
で
は
、
人
口
減
少
問
題

に
取
り
組
む
た
め
、
定
住
対
策
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
協
議
し
て
き
て
お
り
、

定
住
対
策
は
全
国
的
な
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
互
い
に
有
意
義

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

構成に工夫が必要『議会だより・しか』の誌面

完成度の高さは全国屈指『議会だより・だいせん』の誌面

　議会だよりの編集技術の向上を図るため、7月12日
と13日に、全国町村議会広報コンクールで優秀賞を
受賞した鳥取県大山町議会と、奨励賞を受賞した兵庫
県佐用町議会を視察しました。
　8月29日には、石川県町村議会議長会広報研修会に
参加しました。

議会広報特別委員会
委　員　長　寺井　　強　　委　　員　稲岡健太郎
副委員長　福田　晃悦　　　 〃 　　南　　正紀
　　　　　　　　　　　　　　　 〃 　　冨澤　軒康
　　　　　　　　　　　　　　　 〃 　　櫻井　俊一

大
山
町
議
会

大
山
町
議
会

佐
用
町
議
会

佐
用
町
議
会

石
川
県
町
村
議
会

石
川
県
町
村
議
会

議
長
会
広
報
研
修
会

議
長
会
広
報
研
修
会

長
崎
県
町
村
議
会

　
　

議
長
会
が
来
訪

視察を受け入れました視察を受け入れました 　

10
月
31
日
、
石
川
県
川
北
町
議
会

の
方
々
が
、
議
会
改
革
と
議
会
運
営

に
つ
い
て
視
察
に
み
え
ま
し
た
。

　

川
北
町
議
会
で
は
議
員
の
成
り
手

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

川
北
町
議
会
が
来
訪
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10
月
19
日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
に
つ
い
て
調
査

す
る
た
め
、
操
作
方
法
の
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
う
こ
と
で
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
議
会
運
営
の
効
率

化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
の
調
査
と
し
て
、
先

進
地
の
視
察
も
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
19
日
、
決
算
審
査
に
備

え
て
、
議
会
に
お
け
る
予
算
・

決
算
審
議
の
着
眼
点
に
つ
い
て

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
は
、
単
に
数
字
だ

け
見
る
の
で
は
な
く
、
事
業
内

容
を
把
握
し
、
そ
の
成
果
に
つ

い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
普
段
か
ら
住
民

の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
我
が
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
と
展
望
に

つ
い
て
、
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

国
の
政
策
は
、
一
部
の
原
発

を
再
稼
働
さ
せ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
電
力
の
安
定
供
給
、
経

済
効
率
、
温
暖
化
対
策
を
図
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
研
修
で
、
省
エ
ネ
の
必

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

業者からタブレット端末の操作方法を習う

東京大学大学院から講師を招いて研修

経済産業省から講師を招いて研修

タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
挑
戦

原子力発電所対策特別委員会
委　員　長　林　　一夫
副委員長　冨澤　軒康

国国  のエネルギエネルギーー

政策は…政策は… 委員は、議長をのぞく全議員です。

予算決算常任委員会
委　員　長　南　　正紀
副委員長　寺井　　強

議会改革調査特別委員会
委　員　長　冨澤　軒康　　委　　員　稲岡健太郎
副委員長　南　　正紀　　　 〃 　　堂下　健一
　　　　　　　　　　　　　　　 〃 　　林　　一夫
　　　　　　　　　　　　　　　 〃 　　戸坂忠寸計

委員は、議長をのぞく全議員です。

決
算
審
査
の

着
眼
点
を
学
ぶ

研研修修レポートレポート
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議会全員協議会

石川県町村議会議長会

羽咋郡議長会

　

７
月
21
日
、
金
沢
大
学
か
ら
講

師
を
招
い
て
、
志
賀
町
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
志
賀
町
と
金
沢
大

学
が
連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、
日

本
一
健
康
な
町
を
目
指
し
て
い
ま

す
。富

来
鉱
山
を
見
学

　

９
月
14
日
、
富
来
生
神
地
内
に

あ
る
富
来
鉱
山
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

坑
道
は
狭
く
、
側
壁
が
崩
壊
し

た
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
町

が
行
う
調
査
結
果
に
注
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

８
月
９
日
、
津
幡
町
文
化
会

館
で
『
日
本
の
政
局
・
政
治
の

行
方
』
と
題
し
た
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
北
方
領
土
問
題

や
北
朝
鮮
問
題
、
安
倍
内
閣
の

ウ
ラ
話
な
ど
普
段
は
聞
け
な
い

よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

中
央
政
界
や
経
済
の
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
で
、
議
会
人
と

し
て
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
政
局
の
行
方
に

も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

７
月
19
日
、
宝
達
志
水
町

議
会
と
合
同
で
、
羽
咋
郡
市

広
域
圏
事
務
組
合
の
「
第
２

埋
立
処
分
場
」
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

大
雨
対
策
と
し
て
、
大
容

量
の
貯
留
水
槽
を
備
え
て
お

り
、
漏
水
対
策
と
し
て
、
遮

水
シ
ー
ト
が
二
重
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

埋
立
期
間
は
22
年
間
で
す

が
、
施
設
の
延
命
化
を
図
る

に
は
、
ご
み
の
分
別
を
徹
底

し
、
埋
立
ご
み
を
減
ら
す
努

力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
年
７
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
道
の
駅
の
と
千

里
浜
」を
見
学
し
ま
し
た
。

　

施
設
内
は
、
地
場
産
業
の

振
興
や
雇
用
創
出
を
図
る
た

め
、
た
く
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

楽
し
め
る
施
設
で
し
た
。

約 90 ｍにわたる富来鉱山の坑道

県内の町議会議員が集結した講演会

新しく建設された第２埋立処分場を見学（羽咋市柴垣町地内）

日
本
一
健
康
な
町
を

目
指
し
て

政局の行方は

埋
立
処
分
場
が
完
成

埋
立
処
分
場
が
完
成

ご
み
ご
み
のの
減
量
化

減
量
化
をを

研研修修レポートレポート
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                     TEL (0767) 32-1111   FA
X (0767) 32-3933  

代表  戸野　陽介さん

　ホッケーが大好きな小学生
で結成する「志賀町ホッケー教
室」を訪ね、お話を聞きました。

シリーズシリーズ グループ紹介グループ紹介㉘㉘

◆
発
足
の
経
緯
は

◇
昭
和
57
年
に
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
が
初
め
て
志
賀
町
（
旧
富

来
町
）
に
導
入
さ
れ
、
富
来

高
校
を
中
心
に
普
及
が
始
ま

り
、
徐
々
に
小
中
学
生
へ
の

ホ
ッ
ケ
ー
指
導
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
町
内
の
小
学
校

に
出
向
い
て
指
導
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
活
動
場
所
を

富
来
健
民
ホ
ッ
ケ
ー
場
に
移

し
、
平
成
元
年
に
「
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
と

し
て
登
録
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
発
足
し
ま
し
た
。

◆
普
段
の
活
動
は

◇
町
内
の
小
学
２
年
生
か
ら

６
年
生
の
男
女
で
、
合
計
12

名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
毎
週
水
曜
日
の

午
後
６
時
半
か
ら
８
時
を
基

本
と
し
、
富
来
健
民
ホ
ッ

ケ
ー
場
や
富
来
中
学
校
体
育

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
過
去
成
績
・
今
後
の
目
標

◇
西
日
本
大
会
３
位
入
賞
や

全
国
大
会
３
位
入
賞
な
ど
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
「
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
の
普
及
」
と
い
う
原
点
に

返
り
、
「
ホ
ッ
ケ
ー
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
ホ
ッ
ケ
ー

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
」

と
い
う
目
標
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
競
技
人
口
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
。

◆
最
後
に
一
言

◇
近
年
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
に
向
け
て
強
化
・
活
性

化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ

ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
常
時
、
新
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

南　
　

政
夫

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委　
員　
長　

寺
井　
　

強

　

副
委
員
長　

福
田　

晃
悦

　

委　
　

員　

稲
岡
健
太
郎

　
　
　
　
　
　

南　
　

正
紀

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

メンバー不足で公式大会には参加できません（過去の写真）

いっしょにホッケーをやりませんか

11/28
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

12/5
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

12/12
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

12月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

志賀町志賀町

ホッケホッケー教室ー教室


